
令和７年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・低学年からの漢字の読み書きの継続的・定期的（小テスト、個別指導等）の取り組みによ

り、めあてをもって取り組む環境を意識したことで、言語事項で十分な伸びが見られた。 

 ・学力調査を行った学年について、おおむねすべての項目で目標値を上回っている。さらに

大田区の平均正答率、全国の平均正答率も上回っている。 

 

 

（２） 課題 

 ・４年生と５年生は、基礎的な力は６割の正答率があり、６年生は７割の正答率である。一

方で、活用して問題を解くことに関しては、調査を行った学年全て正答率が６割程度にと

どまっている。実態に合った指導をしていく必要がある。 

 ・学力調査を行った学年について、知識・技能の目標値は上回っているが、他の項目と比べ

ると数値は低い。特に、書く力の数値がとても低い。文章を書く力について、継続的・定期

的な指導をしていく必要がある。 

 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較）△は目標値を上回っている観点。▽は目標値を下回っている観点。 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

区や全国平均よりも上

回っている。 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 
主体的に学習に取り組む態度△ 

区や全国平均よりも上

回っている。 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 
主体的に学習に取り組む態度▽ 

区や全国平均より上回って

いるが、目標値に到達して

いない。 

第５学年 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

区や全国平均よりも上

回っている。 

 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 
主体的に学習に取り組む態度△ 

区や全国平均よりも上

回っている。 

 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 
主体的に学習に取り組む態度△ 

目標値も全国平均も上

回っている。 

第６学年 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

区や全国平均よりも上

回っている。 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

主体的に学習に取り組む態度△ 

区や全国平均よりも上

回っている。 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 
主体的に学習に取り組む態度△ 

全国平均よりも上回って

いる。 

 

 



（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・４年生では、「漢字を読む」

は目標値をやや上回ってい

るが、「漢字を書く」は目標

値が６割に対し、正答率が５

割と下回っている。 

・４年生では、「文章を書く」

は大きく目標値を上回って

いる。「物語の内容の読み取

り」では、登場人物の様子に

ついて叙述をもとに捉える

ことが目標値を下回った。 

・４年生では、「主体的に学

習に取り組む態度」は昨年度

の校内平均回答、今年度の目

標値・区平均回答・全国平均

回答を大きく上回っている。

特に書くことにおいて意欲

的に取り組めている。 

  

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・５年生では、「漢字を読む」

は目標値を上回っている。一

方で、我が国の言語文化に関

する事項についての理解が

不十分である。読書量の少な

さやコミュニケーション能

力が低いことが原因である

と考える。 

・６年生では、「漢字の読み

書き」「言葉の学習」が目標

値と同じ又は上回っている。

日頃の漢字練習の取り組み

によって、しっかりと定着し

ていることが分かる。 

・５年生では、「話し合いの

内容を聞き取る」は全て目標

値を上回っている。一方、「物

語や説明文の内ようを読み

取る」は目標値を下回り、叙

述を基に、段落相互の関係や

文章全体の構成を捉える力

が弱いことが分かった。 

・６年生では、「内容の読み

取り」が目標値を上回り、文

章構成を理解したり捉えた

りする力が高いことが分か

る。 

・５年生では「文章を書く」

の記述の問題において、ほと

んどが目標値を上回った。自

分の考えを明確にして文章

を書いたり、自分の考えの根

拠や理由となる事例を加え

て書いたりするなど、考えを

言語化することに意欲的に

取り組んでいる。 

・６年生では、目標値を大き

く上回った。段落の役割や論

の書き方など、学んだ知識や

技能を生かして、自分の言葉

で考えを書いて表現するこ

とができている。 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・漢字の読み書きを継続して

行い、漢字小テストやまなび

ポケット「ドリルパークミラ

イシード」を活用し、定着を

はかる。 

・段落の役割を意識した文章

を書けるよう段階を踏んで

指導を行う。説明的な文章の

読み取りを通して、段落構成

について学ばせる。 

・伝え合うために必要な事柄

を選べるように、交流や発表

など児童が自分の考えを表

現する場を設ける。 

・互いの話に関心をもち、相

手の発言を受けて話せるよ

うに、聞く姿勢を指導する。 

・登場人物の様子や性格につ

いて叙述を基に捉えられる

よう、児童に根拠や理由をも

って自分の考えを述べるよ

うに指導を行う。 

・学校図書館を活用し、本に

触れる機会を設け、読書時間

を十分に確保する。学習内容

に合わせた本を教室に並べ

る、学期により学級文庫を入

れ替えるなど教室の読書環

境も整える。 

・問題解決型学習や主体的に

取り組める体験型授業を展

開する。また、活動を多くす

ることで意欲を高める。 



 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・漢字や言語学習では、漢字

小テストやまなびポケット

「ドリルパークミライシー

ド」を活用し、習熟度別に課

題を設定し、学力の定着をは

かる。 

 

・書くことでは、内容の中心

を明確にし、文章の構成を意

識して書く指導を行う。 

・登場人物の様子について叙

述をもとに捉えられるよう

に、児童の発言や記述に対し

て根拠や理由を問いかえす

ようにする。 

 

・学習効果測定の結果を個人

面談で家庭と共有し、的確な

児童理解を行う。 

・読書時間を確保するために

図書の時間を計画的に行う。

また、地域の図書館から司書

を招き、本紹介をしてもら

い、興味を広げる。 

・ICT を用いて、意見交流の

機会を増やし意欲を高める。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・まなびポケット「ドリルパ

ークミライシード」を活用

し、漢字や文章を読み取る力

等基礎学力の定着をはかる。

定期的に漢字の小テストを

実施し、漢字の定着を図り、

個に応じた課題を設けるこ

とで定着を確実にする。 

・連体修飾語などの言葉を学

ぶ小単元の授業では、教科書

に載っている問題だけでな

く、プリント等で類似問題を

解くなどして定着を図れる

ようにする。 

・説明文の学習では、初め・

中・終わりの構成や、筆者の

考えが書かれている箇所を

全体で確認することで、内容

の要点や要旨をつかめるよ

うにする。 

・登場人物の心情を、描写を

基に考え、読みを深める面白

さを味わわせるために、考え

を交流させる場を意図的に

設ける。 

・学習効果測定の結果を個人

面談で家庭と共有し、的確な

児童理解を行う。 

・ICT を活用した授業作りを

して、児童の意欲を高める。 

・学校図書館の活用や地域図

書館を利用し読書時間を確

保し、多種多様な図書に触れ

させる。 

・考えを表現する場面では、

個人で完結させるのではな

く、話し合ったり、他者の意

見を聞いて考えを見直した

りして、自身の考えをまとめ

る機会を設ける。また、教師

が一人一人の考えを価値付

けていくことで自信をもた

せ、前向きに学習に向かえる

ようにする。 

 

 



令和７年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・第４学年の知識・技能を除き、全ての学年の観点において、目標値を上回った。 

 ・資料から問いを見いだしたり、情報を読み取ったりすることの正答率が昨年度より上がっ

た。 

（２） 課題 

・問題解決の見通しをもとうとすることに課題がある。 

・社会的事象の特色や意味を考え説明することや、読み取ったことを基に図や文などにま

とめることに課題がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年比較） 

△は目標値を上回っている。▼は目標値を下回っている。－は目標値と同じ。 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

知識・技能▼ 

思考・判断・表現△ 

知識・技能▼ 

思考・判断・表現△ 

主体的に学習に取り組む態度△ 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

主体的に学習に取り組む態度△ 

第５学年 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

主体的に学習に取り組む態度△ 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

主体的に学習に取り組む態度△ 

第６学年 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

知識・技能▼ 

思考・判断・表現△ 

主体的に学習に取り組む態度▼ 

知識・技能▼ 

思考・判断・表現△ 

主体的に学習に取り組む態度△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第４学年は目標値を下回

る結果になった。 

特に、工場の仕事の工程に

ついて資料を読み取る問題

では、目標値を大きく下回っ

た。 

一方、スーパーマーケット

の工夫についての理解を基

に、お客さんの願いを読み取

る問題では、正答率が目標値

を大きく上回った。 

第４学年は目標値を上回

る結果になった。 

特に、警察の仕事のうち、

交通事故や事件を防ぐ仕事

について考える問題では目

標値を大きく上回った。 

一方、市の人口の変化につ

いて、資料をもとに考え表現

する問題では、正答率が目標

値を下回った。 

 

 ② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第５学年は目標値を上回

る結果になった。 

特に、八方位の理解を問う

問題では、目標値を大きく上

回った。 

一方、兵庫県の交通の様子

について、地図を読み取る問

題では、正答率が目標値を大

きく下回った。 

 

第６学年は目標値を上回

る結果になった。 

特に、日本の主な漁港と水

揚げ量の資料を読み取る問

題では、正答率が目標値を大

きく下回った。 

一方、一方、正答率が目標

値を下回った問題はなかっ

た。 

第５学年は目標値を上回

る結果になった。 

特に、地震に備えて、自分

たちにできることについて

考える問題では、目標値を大

きく上回った。 

一方、浄水場の役割につい

て、資料を基に表現する問題

では、目標値を大きく下回っ

た。 

 

第６学年は目標値を上回

る結果になった。 

特に、安全性の高い自動車

づくりについて、資料をもと

に考える問題では、目標値を

大きく上回った。 

一方、正答率が目標値を下

回った問題はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

   

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第３学年では、内容⑴の学

習と内容⑵⑶⑷との関連を

意識し、意図的に内容⑴の単

元をデザインすることで、大

田区を中心とした社会生活

を総合的に理解できるよう

にする。 

 

第４学年では、都道府県の

所在地や名前についての指

導の充実を図る。 

例えば、47都道府県を１年

間の月で割って覚えたり、一

月に一地方の都道府県を覚

えたりするような計画を立

てて無理なく覚えられるよ

うにする。 

 第３・４学年は、社会への

関わり方を選択・判断する活

動が他学年と比べて多い。そ

のため、社会に見られる課題

を踏まえ学習したことを基

に、自分たちにできることな

どを考えたり、社会への関わ

り方を選択・判断したりする

活動の充実を図る。 

 例えば、児童が切実感をも

てるような問いを、学習問題

を解決した後に設ける。そう

することで、学習したことを

基に、課題に対して自分たち

にできることを考えられる

ようにする。 

単元における「学習問題」

「問い」「予想」「まとめ」を

書き込むことができるワー

クシートを1枚ポートフォリ

オの形式で作成する。児童が

１枚ポートフォリオを活用

することで、毎時間の学習に

見通しをもって取り組むこ

とができ、学びを深めようと

することができるようにす

る。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第５学年では、地理的環境

の学習において基礎的な知

識や技能が定着するような

指導の充実を図る。 

例えば、 

 

第６学年では、政治の学習

において具体的な事実や意

義などを政治の働きと結び

付けて考えるようにする指

導の充実を図る。 

毎時間の「まとめ」を必ず

２時間以上設ける。そのうち

の一時間を用いて、調べてき

た複数の情報を関連付けて

社会的事象の特色や意味を

考え説明する活動や調べて

きたことを基にして自分で

考えた図や文でまとめる活

動の充実を図る。 

 例えば、思考ツールを用い

たり、簡易イラストを配付し

て関係図などを作成したり

する活動を行う。 

 単元における「学習問題」

「問い」「予想」「まとめ」を

書き込むことができるワー

クシートを1枚ポートフォリ

オの形式で作成する。児童が

１枚ポートフォリオを活用

することで、毎時間の学習に

見通しをもって取り組むこ

とができ、学びを深めようと

することができるようにす

る。 

 



 

令和７年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・算数的活動を多く取り入れたり、展開グループの実態に応じた指導の工夫を行ったり、導 

入で自由に発言をさせたりしたことで、児童の関心意欲を高めることができた。 

・ 数学的な考え方を用いて自力解決することに苦手意識をもつ児童のために、問題解決型

の学習を取り入れた。ノート・画用紙・ホワイトボードに自分の考えを書いたり友達と

話し合ったりする時間を増やした結果、自分の考えを発表する児童が増えてきた。 

 ・低学年のうちから文章問題を図式化する活動を行ってきた成果が、上学年の児童の様子か 

  らうかがえる。 

（２） 課題 

 ・苦手と思われる分野の問題練習に多く取り組ませ、理解度を高めることをねらったが、自 

分の言葉で説明することについては、もう少し時間をかける必要がある。 

 ・既習内容の復習にプリントなどで取り組む時間をスパイラルに取ることを今後も意識して

行っていく。 

  

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年比較）△は目標値を上回っている。▽は目標値を下回っている。 

 令和７度結果 令和６度結果 令和５年度結果 

第４学年 

知識・技能＝ 

思考・判断・表現△ 

 

 

  

第５学年 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

 

 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 
主体的に学習に取り組む態度△ 

（第４学年時） 

 

第６学年 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

 

 

知識・技能△ 

思考・判断・表現▽ 
主体的に学習に取り組む態度△ 

（第５学年時） 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

主体的に学習に取り組む態度△ 

（第４学年時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 分析（観点別）＊正答率について 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・「分数の数直線上での表し

方について理解している。」

については上回っている。 

・「３けた＋４けた＝４けた

の計算ができる。」「３けた－

３けた＝３けた」については

大きく下回っている。 

・「□を使って、乗法の式に

表している。」については、

大きく上回っている。 

・「長さや重さの単位を 

1000倍すると、ｋがつくこと

を説明している。」について

は上回っている。 

 

 

 ② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

＜５年生＞ 

・「概数の表し方を理解して

いる。」については上回って

いる。 

・「四則の混じった式の計算

順序を理解している。」につ

いては下回っている。 

＜６年生＞ 

・「速さと時間から、道のり

を求めることができる。」に

ついては大きく上回ってい

る。 

・「基準量と比較量から割合

を求めることができる。」に

ついては下回っている。 

 

＜５年生＞ 

・「２つの折れ線グラフをも

とに、目的に応じて考察して

いる。」については大きく上

回っている。 

・「計算のきまりを理解し、

式に合った文章問題を選ん

でいる。」については下回っ

ている。 

＜６年生＞ 

・「表から車両数と人数の割

合を求め、どの路線が最も混

んでいるかを考察してい

る。」については上回ってい

る。 

・「最大公約数を使って、問

題を解決している。」につい

ては下回っている。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・たし算・ひき算・かけ算の

計算力を定着させるために、

タブレットなどを活用して

繰り返し練習するとともに、

計算の仕方を考える活動を

充実させ、計算方法の理解を

深めさせる。 

・「水のかさ」「長さ」につい

ては、実際に測る算数的な活

動を取り入れ単位の感覚を

身に付けさせる。 

・自分の考えを表現するため

に、絵や図、式、文章などさ

まざまな方法があることを

指導し、すすんで自分の考え

をノートに書いて表現する

力を育てていく。 

・自力解決の場面で十分に時

間を確保し自分の考えを持

たせた上で、グループや全体

で発表し合う活動を行う。 

 

・単元により習熟度別や均等

割りなど内容に応じたさま

ざまな形式で少人数指導を

行い、個に対応した丁寧な指

導を進めていく。 

・できるだけ生活場面や前時

の学習から課題を設定する

ことで、児童が自分たちで課

題を見付けの主体的に取り

組む態度を育てていく。 



 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・学年が上がってもスパイラ

ルに既習内容を扱い、現在の

学力の維持と定着を図る。 

・ステップアップ学習により

学習内容の定着を図る。 

・「桁数の多い加法減法」「円」

等、普段の生活であまり使わ

ない単元に対しては、復習の

機会をもつ。 

 

・低学年のうちから、文章題

の分かっていること・問われ

ていること・答えに付ける単

位に下線を引いたり、図式化

したりする活動を通して、問

題をイメージできるように

していく。 

・単位の再確認（含む：単位

の有無）をさせる。 

・学習の中で考える時間を十

分に確保し、多様な考えがあ

ることを知る機会をもつ。 

・問題解決型の授業を意識

し、自分の考えをノートに記

述させてから発表するなど、

表現する場を多く作る。 

・算数的活動を多く取り入れ

るなど、児童に興味・関心を

もたせるような指導方法の

工夫を続けていく。 

・「グラフとわり算」「時間の

換算」など他の教科と関連

し、利用できる力をつけさせ

る。 

・文章から問題の意図を読み

取り、必要な情報を得て問題

を解くよう指導の方法を工

夫する。すぐに立式作業に入

らない。 

・展開グループの実態に応じ

て分かりやすい授業を行い、

理解度を高め、自信をつけさ

せる。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・学年が上がってもスパイラ

ルに既習内容を扱い、現在の

学力の維持と定着を図る。 

・ステップアップ学習により

学習内容の定着を図る。 

・「四則の混じった計算」「割

合」等、普段の生活であまり

使わない単元に対しては、復

習の機会をもつ。 

 

 

 

 

・問題解決型の授業を意識

し、自分の考えを記述させた

ホワイトボード等を黒板に

掲示し、友達同士で見合った

りする活動を取り入れる。 

・自分の考え・問題の解き方

などを筋道立てて説明でき

るよう表現の仕方も段階的

に指導していく。 

・答えの見積もりをしてから

計算させたり、見積もった値

と照らし合わせて振り返ら

せたりする習慣をつける。 

・グラフの学習においては、

他教科と関連したり、身近な

テーマに沿ってグラフ化し

たりする活動を取り入れる

など、丁寧に指導する。 

・算数的活動を多く取り入れ

るなど、児童に興味・関心を

もたせるような指導方法の

工夫を続けていく。 

・「割合」「約分」など他の教

科と関連し、利用できる力を

つけさせる。 

・文章から問題の意図を読み

取り、必要な情報を得て問題

を解くよう指導の方法を工

夫する。すぐに立式作業に入

らない。 

・展開グループの実態に応じ

て分かりやすい授業を行い、

理解度を高め、自信をつけさ

せる。 

 



令和７年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）  成果 

・学習の中で、「気付き・疑問」→「問題」→「予想」→「実験・観察方法」→「実験・観

察」→「結果」→「考察」→「結論」の流れで繰り返し指導を行い、児童の身の回りの事

象や既習事項と関連付けて問題を設定することで、問題意識をもって学習に取り組むこと

ができた。 

 ・知識の定着を図るために、ドリルパークやプリントを使って繰り返し復習を行うことで、

知識の定着だけでなく、問題の解き方に慣れることができた。特に、実験器具の使い方や

実験手順の理解を深めることができた。 

 ・教科担任制の導入により、学年間で指導内容に差がなく、一貫した指導を行うことができ

た。 

（２） 課題 

 ・既習事項や生活経験を基に、予想を立てる力に課題がある。既習事項の復習を丁寧に行っ

たり、事象と関連する生活経験を想起させられるように発問を工夫したりする必要がある。 

・実験結果から考察する力に課題がある。用語の確認や考察の例文の提示を行い、実験結果

を分析して分かったことを、問題と照らし合わせながら表現する力を育む必要がある。 

・一度学習した内容も、時間が経つと忘れてしまうことが課題である。引き続き、ドリルパ

ークや動画視聴などの ICT機器を活用しつつ、プリントによる復習も併用して行い、繰り

返し様々な問題に取り組むことで知識の定着を図る必要がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較）△は目標値を上回っている観点。▼は目標値を下回っている観点。 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 
知識・技能▼ 

思考・判断・表現▼ 

知識・技能△ 

思考・判断・表現▼ 

主体的に取り組む態度▼ 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

主体的に取り組む態度▼ 

第５学年 
知識・技能▼ 

思考・判断・表現▼ 

知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

主体的に取り組む態度△ 

知識・技能▼ 

思考・判断・表現△ 

主体的に取り組む態度△ 



第６学年 
知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

知識・技能▼ 

思考・判断・表現▼ 

主体的に取り組む態度▼ 

知識・技能△ 

思考・判断・表現▼ 

主体的に取り組む態度△ 

 

 

 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・４年生は、目標値を下回る結

果となった。特に目標値を大き

く下回ったのは、「身近な自然の

観察」や「太陽と地面の様子」

の中の、基礎的な知識を問う問

題で、生命・地球領域の単元に

課題があることが分かる。 

・４年生は、目標値を下回る結

果となった。特に目標値を大き

く下回ったのは、「じしゃくのせ

いしつ」の中の、実験結果から

考えの根拠となる磁石の性質を

説明する問題である。物質・エ

ネルギー領域の単元の活用に課

題があることが分かる。 

 

  

 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・５年生は、目標値を下回る結

果となった。「電気のはたらき」

と「月と星」の基礎的な知識を

問う問題の正答率が低く、物

質・エネルギー領域、生命・地

球領域の両方で、基礎的な知識

の定着に課題があることが分

かる。 

・６年生は、目標値を上回る結

果となった。正答率が目標値に

届かなかったのは、「天気の変

化」と「植物の発芽と成長」「流

れる水のはたらき」の単元で、

生命・地球領域の単元全般にお

いて、基礎的な知識の定着が課

題であることが分かる。 

・５年生は、目標値を下回る結

果となった。特に目標値を大き

く下回ったのは、「物のあたた

まり方」と「水のすがた」の中

の、実験結果を基に予想が正し

かったかを説明する記述問題

であり、物質・エネルギー領域

の単元の活用に課題があると

分かる。 

・６年生は、目標値を上回る結

果となった。正答率が目標値に

届かなかったのは、「天気の変

化」「植物の発芽と成長」の中

の記述問題で、生命・地球領域

の活用に課題があることが分

かる。 

 

 



 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・実感を伴った理解が図れる

よう、観察や実験などの体験

的な学びを取り入れる。 

・器具を正しい手順で扱った

り、理科用語を覚えたりでき

るように、重要な語句や手順

の説明を繰り返し行ったり、

積極的に活用させたりする。 

・ドリルパークやプリントを

活用し、基礎的な知識の定着

を図る。 

・単元導入時には、既習事項

の確認を丁寧に行うことで、

知識の習得状況の把握と復習

の徹底を行う。 

・「気付き・疑問」→「問題」

→「予想」→「実験・観察方

法」→「実験・観察」→「結

果」→「考察」→「結論」の

学習の流れを定着させる。 

・予想では、既習事項の確認

を行ったり、生活経験を想起

させるような発問をしたりす

ることで、根拠のある予想を

立てられるようにする。 

・考察では、書き方の型やキ

ーワードを提示し、結果から

分かったことを自分の言葉で

まとめ、表現することを繰り

返し指導する。 

 

・植物の栽培や昆虫の飼育と

いった体験活動に取り組ま

せ、観察したり、調べたりさ

せる。 

・一人ひとりが実験や観察に

関われるように、場の設定や

実験方法の工夫を行う。 

・単元の終末では、学んだ事

象と生活場面との関連を考え

る時間を設け、理科の事象に

対して、日頃から関心をもて

るようにする。 

 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・重要な用語について繰り返

し説明や確認をし、積極的に

活用させる。 

・実験器具の扱い方について、

既習のものも含めて、教科書

や動画資料を活用しながら繰

り返し確認をする。 

・ドリルパークやプリントを

活用し、基礎的な知識の定着

を図る。 

・「気付き・疑問」→「問題」

→「予想」→「実験・観察方

法」→「実験・観察」→「結

果」→「考察」→「結論」の

学習の流れを定着させる。 

・自分で立てた予想をもとに

して実験したり、予想したこ

とを確かめるための方法を考

えたりできるようにする。ま

た、結果の見通しをもった上

で実験に取り組めるようにす

る。 

・考察では、結果から分かっ

たことを自分の言葉でまと

め、表現させることを繰り返

し指導する。また、考察を交

流する場を設定し、適切な考

察の書き方を確認できるよう

にする。 

・身の回りの事象や既習事項

と関連付けた教材を工夫し、

関心を深めつつ、問題意識を

もって学習に取り組めるよう

にする。 

・一人ひとりが実験や観察に

関われるように、場の設定や

実験方法の工夫を行う。 

・単元の終末では、学習した

事象が身の回りでどのように

活用されているのかを考えさ

せ、生活場面に結び付けられ

るようにする。 

 



令和７年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・ 町探検において、児童が興味関心をもったお店や施設にインタビューをして直接交流するこ

とができた。 

・ まとめの活動で ICT を活用して意見を共有したことにより、友達の発見に気付いたり、比べたりし

たことで、気付きの質を高めることができた。 

・ 知的な気付きにつながる活動になるよう発問や導入の工夫を行うことで、目的意識をもちながら学

習を進めることができた。 

 

（２） 課題 

・ 「おおたの未来づくり」に繋げていくための段階的な指導の方法を検討し、実施する必要がある。 

 

２ 大田区学力効果測定の結果分析と授業改善ポイント 

 現状 改善策 

低  なかよし広場や観察池など校
内の季節を感じられるよう、定
期的に観察する時間を設けて
いる。これにより、季節の変化
や植物や生き物に触れる機会
を確保している。 

 
 なかよし広場で野菜や植物を
育てる活動や「じぶんでチャレ
ンジ大さくせん」で家庭生活を
より良くする活動、町探検で地
域のお店や施設に行く活動な
ど、身近な生き物や人々と関
わりながら活動している。 

 
 一つ一つの活動の関連性や
積み重ねを実感せずに取り組
んでいる様子が見られる。そ
のため、児童が自分の力で学
習の課題や問題の解決に取り
組むことを通して、知的な気付
きを促していくとともに、興味
関心をもって主体的に取り組
む意欲につなげていく必要が
ある。 

 校内だけでなく、身の回りの公園等（平
和の森公園やふるさとの浜辺公園等）
について知る機会を増やし、季節の移
り変わりを感じられるようにする。そのた
めに、季節ごとに校外学習を行う機会を
設けて変化に気付くことができるように
する。 
 

 他学年や保護者ボランティアの方、地
域の方・商店街の方との関わりから「気
付き」を得ることができるようにする。町
探検において、多様な店や施設と直接
交流が行えるよう、場所の精選を行う。
また、継続して交流ができるように店や
施設の方との連携を密に行う。 

 
 振り返りや学習課題の解決過程の中
で、児童の問いや疑問を引き出す発問
をし、児童の意欲や、気付きの質を高め
るために、どのような体験や活動が適切
か吟味する。 

 
 気付いたことを様々な形で表現できるよ
うに ICT を活用する機会を増やす。観
察をする際にタブレットで撮影した写真
を拡大して色や形、模様などの細かい
部分に気付いたり、発表ソフトを使って
表現したりすることができるようにする。
また、タブレットを使って意見を共有す
ることで視覚的に捉えやすくなり、気付
きの質を高めることができるようにする。 
  

 



令和７年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 大田区学力効果測定の結果分析と授業改善ポイント 

 現状 改善策 

低 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 

 

 

 

 

 

 

 

＜思考・判断・表現＞ 

 歌詞の表す情景や気持ちを考

え、声の出し方や表現の仕方を工

夫しようとしている。強弱の違いや

リズム、旋律の反復を聴き取ること

はできたが、それを音楽づくりに

生かすまでには至っていない。 

 拍子やリズム、曲想まで考えること

のできる児童はクラスでも少数で

ある。 

 

＜知識・技能＞ 

 多くの児童が正しい音程で歌った

り、いろいろな楽器を演奏したりす

ることができる。鍵盤ハーモニカの

演奏ではドの位置が分からなかっ

たり、音の高さの理解ができてい

なかったりする。 

 指づかいが正しくできていない児

童が多数いる。楽譜の通りに弾け

ても、音が切れてしまって、美しい

演奏とは言い難い。 

 

 

＜思考・判断・表現＞ 

 楽器の響きや特徴を感じ取り、そ

れを基に音楽の表現を考えて工

夫したり、楽しさを感じながら聴い

たりしている。 

＜知識・技能＞ 

 

 リズムを反復したり強弱の変化を表現したり

する楽しさを味わわせられるような活動（ドラ

ムサークルなど）を使って音楽のしくみを体

で感じ取り、少しずつそれを活用できるような

活動を取り入れる。 

 

 普段から指揮をやらせたり、手拍子や足踏み

でリズムを刻むなどし、「拍」を意識させる。 

 

 

 静かに集中して演奏する場面、少人数で他

の楽器と合わせて演奏する場面をつくる。 

 常時活動にドの位置が分かるような活動をし

たり、視覚的に音の高さを確認できるものを

貼ったりしておく。 

 器楽に取り組む際に、運指の指導も丁寧に

行う。大きな鍵盤シート等を使用し、模範を示

しながら取り組む。 

   

 

 

 

 楽曲に合った身体表現やボディパーカッショ

ンなどを取り入れながら鑑賞するなど体で感

じる授業を工夫する。 

 

 リコーダーの導入時に運指、姿勢、息の強さ

を確認し、一人ひとり演奏する機会を設け

・楽器やパートを自分達で考え、グループ合奏に取り組むことができた。（高学年） 

・常時活動でドの位置や音の高さについて少しずつ理解が深まってきた。 

・リコーダーや鍵盤ハーモニカの活動ができるようになり、少しずつ技能が高まってきている。強弱などで曲に表情をつ

けたり、指づかいなど奏法にも注意しながら、正しく美しい音色で弾けるようにしたい。 

・録音や動画を撮り、振り返りをすることで自分たちの演奏を客観的に聴き、改善点を見つけ、次の活動に生か

すことができた。 



 

 

 

高 

 

 

 

 

 

 旋律の重なりに気づき、互いの歌

声を聴いて声を合わせて歌うこと

ができる。                                                                                                  

 

 

 

＜思考・判断・表現＞ 

 声や楽器の重なりに気づき、美し

さや良さを感じ取ることができる。

曲想にあった楽器の表現や、どの

ように演奏したいかについて考え

たり、思いをもったりすることが課

題である。 

る。また、リコーダーのデジタル教材も活用

し、視覚的にも分かりやすい授業を行う。 

  

 

 楽器の強弱やマレットによる音色の違いなど

に興味をもたせ、表現の幅を広げられるよう

指導する。 

 歌や器楽合奏を録音し、客観的に聴くことに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 楽器の奏法を工夫することで表現

が変わることを理解しているが、そ

れを生かして演奏することが苦手

である。 

 

＜知識・技能＞ 

 打楽器だけの音楽や簡単な作曲

などの音楽づくり、二部合唱、器楽

演奏、全てにおいて技能の差が大

きい。 

 

 歌唱や合奏においては、譜読みを

することで精一杯で、音色や強弱

等を工夫するところまではできて

いない。 

 

 

 

 

 

 よってどんなふうに演奏したいか思いをもてる

ような場面を設定する。 

思いをもって演奏してものに対する教師の価

値づけをしっかりしていく。 

 

 楽器に触れる機会を与え、各楽器の基礎的

な奏法を覚えられるようにする。そして合奏に

おける主旋律や副旋律の役割を考えさせ、バ

ランスを考え、楽曲にふさわしい演奏をできる

ようにする。 

 自分なりに表情をつけたり、工夫したりできる

よう、表現のヒントを与えたり、あらゆる場面で

話し合い活動を取り入れ、自分の意見を堂々

と共有できる雰囲気づくりを大切にし、「音楽

を楽しむ」ことを感じられる授業を目指す。 

 



令和７年度 図工科 授業改善推進プラン 

 大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

 

 

 

 

 

２ 大田区学力効果測定の結果分析と授業改善ポイント 

 現状 改善策 

 

 

 

 

 

低 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高 

 

〈思考力，判断力，表現力〉 

・ 感じたことや想像したことから表したいこ

とを見付けて表すことができるが、自分

の考えに自信をもてず、自分なりの表現

方法を考えることに課題がある児童もい

る。 

 

〈知識及び技能〉 

・ 新しい材料や用具に興味を持って、工

夫しながら表そうとしているが、使用方法

や表現方法が一度では理解できない児

童がいる。 

 

 

 

 

〈思考力，判断力，表現力〉 

・材料などに進んで働きかけ、見付けた

ことや感じたこと、想像したこと、みた

ことから思いを膨らませのびのびと造

形活動に取り組んでいる。 

 

〈知識及び技能〉 

・ 用具の使い方に慣れ安全に使用してい

るが、自分の表したいことに合わせて材

料や用具の特徴を生かして使うところま

で至っていない 

 

 

〈思考力，判断力，表現力〉 

・造形活動への興味・関心は高いが、感

 

 児童が手や体全体を使って見たり触ったり試したり

できるよう支援し、自主的に活動に向かうようにす

る。グループ活動をしたり、お互いの作品を鑑賞し

たりすることで、それぞれの表し方の面白さに気付

き、違いの良さに気付くことができる環境を設定す

る。 

 一人一人の発想や構想のユニークさ、面白さなど

を共感的な姿勢で見取る。じっくり取り組めるように

言葉がけや材料等の環境的な側面で支援する。一

人一人の発想や構想のユニークさ、面白さなどを

共感的な姿勢で見取る。じっくり取り組めるように言

葉がけや材料等の環境的な側面で支援する。 

 

 つくったりつくり変えたりしていく中で、自分なりに

表し方を工夫していくために、自分の感覚や行為を

通して材料の特徴を捉えさせ、用具の使い方をス

モールステップで指導していく。 

 

 

 表したいことに合わせて、材料や用具が適切である

かどうか判断したり選んだりして安全な使い方にも

気を付けながら使うことができるように指導する。 

 

 

 課題の終末に、活動を振り返ってカードに記述させ

ることで自分の表現を見つめさせ、どんな力が身に

付いたかを自覚せさ、次の課題の目当てをもたせ

る。 

 材料に触れる、用具を使用する、友人と交流する、

言葉で考えを整理するなどを通して、表したいこと

・材料、道具、表現領域を考慮しながら年間の学習を進めた。また、一人一人の表現を十分に発揮できる題材を工夫

した。安全正確に技能を習得できるように題材配置や指導法を工夫する。 

・様々な表現方法を工夫したり、根気よく作品作りに取り組んだりする姿勢に課題があり、見通しをもって授業時間

内に完成させることができない児童が見受けられる点が課題である。 



 

 

じたこと想像したこと、見たこと、伝

え合いたいことから発想や構想するこ

とが苦手で自分の表現に自信がもてな

い児童がいる。 
 

〈知識及び技能〉 

・技術面・進度など、個人の能力差があ

る。個々の想いを受け止め、見通しが

もてる提案をする等の個別対応が必要

である。 

を見付けることで自信をもつような指導の工夫をす

る。 

 

 児童自身が材料や用具を活用しながらその効果や

可能性に気付いたり、そこから発想を広げたりしな

がら自分で選択して表現できるような指導をする。 



令和７年度 家庭科 授業改善推進プラン 

 大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 大田区学力効果測定の結果分析と授業改善ポイント 
 

 

                                 現状 改善策 

高 

学

年 

【食生活について】 
☆調理実習は、包丁の使い方、分量の感
覚などに経験による技能の差がある。し
かし、調理実習に対する意欲は高く、班
で協力しながら調理をしたり安全に活動
したりすることができる。 

☆炒める、ゆでるなどの調理方法の違い
や特徴の知識について、教科書だけで
理解することは難しい。 

 
【衣生活・住生活について】 
☆「玉結び」、「玉止め」といった技能の習
得に差がある。布を用いた物の製作で
は、学んだ縫い方を使って意欲的に製
作ができていた。また、一人で取り組む
のでなく、友達と話し合ったり教え合った
りしながら製作を楽しむ児童がいた。 

☆ミシンの取り扱いについては、上糸や下
糸の取り付け方の習得は未だ難しい児
童が多い。一方、縫い進めていくと自分
の目的や計画に沿って製作することが
できていた。 

☆家庭科で学んだ整理・整頓や清掃の仕
方を、自分の生活に生かそうとすること
ができた。 

 
 
 

 
【家族や家庭について】 
☆普段から家庭での自分の役割がある児
童が多く、家族の一員としての自分の役
割を感じている。 

 
 調理実習で学んだことを、家でも実践できるよう
にする。限られた授業時数の中で、実習の機会
を増やしたり、経験できる回数を増やしたりする
ことで、技能の差を補う。 

 家庭科の時間だけでなく、学級活動の時間など
も活用し、栄養士と連携を図りながら食事の役割
や大切さを理解できるようにする。 

 教科書にあるデジタルコンテンツを活用し、実
習だけでは触れきれない部分について、理解を
深められる工夫を行っていく。 

 
 裁縫等の指導では、電子黒板を効果的に活用
し、拡大投影機で教員の手元を写して動きを指
導したり、インターネット上の家庭科に関する動
画を投影し、操作のポイントを説明しながら指導
したりする。また、練習用の布に繰り返し時間を
かけて練習することで、習得できるようにする。 

 製作物は同じ中にも、各個人の工夫を加えられ
るようにし、さらに製作への意欲を高める。 

 製作物の縫い方、適した布、裁ち方などの視点
を与え、観察の時間を十分にとる。また、必要に
応じて示し、イメージできるようにする。実習の際
は一つ一つの段階を丁寧に指導する。 

 整理・整頓や清掃の仕方について、家庭と連携
をしながら、学校で学んだ知識技能を生かせて
いるか保護者に確認、価値付けをしてもらい、
実生活に生かそうとする意欲を育む。 

 
 家庭と連携し、長期休みなどを利用し、調理や
裁縫の課題を出すようにし、少しでも経験を増
やしていく。 

・食生活について、一昨年度に比べて、調理実習を行うことができた。学年相応の技能習得を目指せる

よう、実習だけでなく、事前指導の時間も大事にして、知識を付けた上で臨むことができた。今年度も

学期に１回は調理実習の時間を取り、技能習得を目指す。 

 

・裁縫には十分に時間をかけることができ、技能の習得に繋がった。昨年度は展覧会があったことで、

家庭科の作品製作にかける時間を多くとることができたことが関係していると考えられる。毎年の課題

であるミシンの使い方は、引き続き丁寧に、繰り返し練習していく必要がある。 



令和７年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立入新井第五小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

 

 

 

２ 大田区学力効果測定の結果分析と授業改善ポイント 

 

 現状 改善策 

 

 

 

 

 

低 

 

 

 

 

 

 

中 

 

 

 

 

 

高 

 

 

 

 

 

 

共

通 

 
 反復横とび、50ｍ走の数値が全国と比
べて下回っている傾向にある。（令和７
年度体力テストの結果より） 
 

＜技能＞ 
 基本的な運動能力はあるが、50m 走の
タイムのみ全国平均を下回っている。 
 

 
 
＜技能＞ 

 50m 走のタイムが全国平均を下回って
いる。鉄棒など腕で体重を支えることが
苦手な児童が多い。 

 
 
＜技能＞ 

 器械運動が得意な児童が多い。一方
で、陸上運動の技能が低く、走る、跳ぶ
といった動きを苦手としている児童が多
い。 
 

  
＜主体的＞ 

 運動に関する意欲は高く、楽しんで取り
組んでいる。 

 
＜技能＞ 

 走る、跳ぶといった運動を苦手としてい
る児童が多い。 
 

 学年によって泳力に大きな差がある。 

 
 体力テストの２週間前から、各種目の練習場所
を設ける。 
 

 軟性を高める運動を各担任が理解し、準備運動
に取り入れるようにする。 

 
 ラダーやミニハードルを使った運動遊びも意図
的に取り入れる。 

 
 ICT を活用して自分の運動の様子を見られるよ
うにする。（遅延カメラの活用） 

 器械運動、陸上運動はそれぞれの技のポイント
が書かれた学習カードを活用し、めあてをもっ
て取り組ませる。 

 
 動画教材を活用し、技のポイントや身体の動か
し方を視覚的に伝える。 

 
 高学年では、体力測定の結果から自分の体力
を高める活動に取り組ませる。 

 
 水泳の指導時間を増やし、課題別練習の時間
を多く設定する。 

 
 教員間で水泳指導の情報を共有し、指導方法
や内容に差が生じないようにする。 

 
 走る経験を多く積ませるために、持久走月間を
設定する。 

 
 短縄週間を活用し、足腰の筋力の向上や体力
向上の場を設定する。 

・休み時間に持久走タイムを取り入れたことによって、体力の向上へつながった。 

・水泳指導時間を増やしたことにより、泳力の向上へつながった。 

・跳び箱、マット運動の学習で、技カードを活用したことで意欲的に技に取り組む児童が増えた。（中・高学

年） 



令和７年度 外国語活動・外国語科 授業改善推進プラン 

大田区立入新井第五小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・授業のスタートは、挨拶・月日・曜日・天気・今の気分を表す表現を確認する流れを全学

級で統一して実施することで、日常会話で使用する基本的な表現を習得することができた。 

 ・色、形、数字などの身近なものを示す英単語を正確に聞き取り、意味を理解することは概

ねできている。 

（２） 課題 

 ・アルファベットの大文字や小文字など活字体を正しく書く活動に課題が残る。 

 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 

第６学年 
知識・技能△ 

思考・判断・表現△ 

 

（２） 分析（観点別） 

６学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・英単語や会話の表現など

は、繰り返し発声練習を行う

ことで、正しい発音ができる

ようになった。 

・音声を聞き、活字体の大文

字の書き取りに課題がある。 

 

・簡単な語句や基本的な表現

を聞き取ることは概ねでき

ている。 

・スピーキングテストで人前

で話すことに抵抗感をもつ

児童もいる。 

・様々な英語表現に対して、

慣れ親しもうと、進んで発音

練習やコミュニケーション

活動に取り組む姿が見られ

る。 

・書く活動に対して、消極的

な児童もいる。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日常生活の中で聞いたこと

のある英単語を使い、楽しく

英語に慣れ親しむことがで

きるような活動を積極的に

取り入れていく。 

・ALT の発音を真似て話す場

面をたくさん設定する。 

・学習した英単語の定着を目

標に、コミュニケーション活

動を多く取り入れたり、習得

した英単語を振り返る時間

を設けたりする。 

・学習では、英語の歌やゲー

ムを通して、英語を使ってコ

ミュニケーションを図る楽

しさを体験する。 

・English Caféや休み時間、

放課後にALTと触れ合う時間

を設定し、英語を使ってコミ

ュニケーションを図る楽し

さを体験する。 



（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・教科書やデジタル教材を活

用し、様々な国の文化や習慣

の違いを知り、日本との共通

点や相違点について話し合

う活動を取り入れる。 

・発音練習を繰り返し行い、

英単語の正しい発音を覚え

られるようにする。 

・新しい英単語や表現を学ぶ

際には、イラストと英単語を

示すことでスペルを見る機

会を増やすようにする。 

・既習事項の確実な定着のた

めに、授業の始めでは、前回

学習した英単語や表現を復

習する。 

・ALT や担任が一対一で質問

などをすることで、個別に発

音や会話をする機会を増や

すようにする。 

・English Caféや休み時間、

放課後にALTと触れ合う時間

を設定し、英語を使ってコミ

ュニケーションを図る楽し

さを体験する。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・スモールトークを活用し、

教科書に示されている単語

や表現以外を知る機会を増

やしていく。 

・発音だけでなく、単語や文

を可視化し、文字と音が一致

できるようにする。 

・様々な場面の会話を聞く機

会を意図的につくるように

する。また、その会話に対し

て、自分の考えが言えるよう

に支援する。 

・例文を見ながら英作文をす

る活動を多く取り入れる。 

・活動では、自分の考えが英

語で表現できるようになっ

たという達成感を味わえる

ようにする。 

・English Caféや休み時間、

放課後にALTと触れ合う時間

を設定し、英語を使ってコミ

ュニケーションを図る楽し

さを体験する。 

 

 


